
　
　

町
の
農
業
政
策
に
つ
い
て
問

う
が
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
聖
域
が
守
れ
ず

減
反
補
償
半
減
。
餌
料
米
や
転
作

で
実
害
は
な
い
様
だ
が
餌
料
米
を

作
っ
て
い
な
い
農
業
者
対
策
は
何

か
。
10
年
、
20
年
前
か
ら
の
対
策

で
黒
潮
町
の
農
業
は
元
気
に
な
れ

る
か
。

　

全
体
像
が
ま
と
ま
ら
ず
対
策
を

取
れ
な
い
が
、
振
興
策
の
重
点
項

目
の
一
つ
目
は
担
い
手
確
保
。
二

つ
目
に
集
落
営
農
の
推
進
。
三
つ

目
に
農
業
生
産
基
盤
維
持
強
化

等
。
レ
ン
タ
ル
ハ
ウ
ス
整
備
や
ハ

ウ
ス
設
備
の
延
命
補
助
な
ど
振
興

セ
ン
タ
ー
、
営
農
セ
ン
タ
ー
と
連

携
を
取
っ
て
や
る
予
定
だ
が
、
地

方
行
政
が
取
れ
る
一
次
産
業
対
策

は
限
度
が
あ
り
、
多
く
は
生
産
者

の
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
だ
。

　
　

９
月
議
会
で
漁
業
対
策
は
県

と
漁
協
の
取
組
み
を
聞
く
と
の
事

だ
っ
た
が
対
策
を
聞
く
。

　

佐
賀
統
括
支
所
に
カ
ツ
オ
水
揚

促
進
対
策
協
議
会
の
設
置
を
考
え

て
お
り
、
漁
協
経
営
の
健
全
化
と

地
域
経
済
の
活
性
化
に
取
り
組

む
。

　
　

漁
業
界
は
世
界
各
国
が
収
奪

競
争
で
カ
ツ
オ
、
マ
グ
ロ
資
源
の

枯
渇
で
土
佐
湾
に
カ
ツ
オ
が
来
ん

事
が
問
題
だ
。
餌
や
水
揚
げ
誘
致

も
大
事
だ
が
漁
業
の
根
幹
に
取
り

組
む
時
で
は
な
い
か
。

　

資
源
問
題
、
食
糧
生
産
を
軽
ん

じ
る
の
で
は
な
い
が
、
行
政
は
当

面
、
明
日
、
明
後
日
の
御
飯
を
食

べ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
仕

事
が
あ
る
。

　
　

戦
後
60
年
、
戦
争
の
悲
惨
な

記
憶
は
消
え
昔
が
懐
か
し
く
な
る

の
は
人
情
。
尖
閣
、
竹
島
を
軍
備

で
守
る
人
達
の
憲
法
問
題
の
一
つ

で
教
育
は
国
の
重
要
課
題
だ
が
、

教
育
委
員
選
任
問
題
に
対
す
る
町

長
、
教
育
長
の
考
え
を
聞
く
。

　

中
教
審
の
答
申
は
教
育
行
政
の

権
限
を
教
育
委
員
会
か
ら
首
長
に

移
し
、
自
治
体
の
教
育
理
念
や
政

策
を
委
員
会
に
諮
問
す
る
組
織
と

な
り
教
育
再
生
実
行
会
議
提
言
と

違
う
。

　

ま
た
教
育
委
員
長
と
教
育
長
の

責
任
不
明
確
の
指
摘
は
あ
る
も
の

の
、
教
育
の
政
治
的
中
立
性
、
継

続
と
安
定
性
、
住
民
意
向
の
反
映

等
、
首
長
か
ら
一
定
の
独
立
性
を

保
ち
な
が
ら
中
立
的
意
思
決
定
機

関
と
し
て
役
割
を
果
た
し
て
お

り
、
改
正
は
委
員
会
に
執
行
の
権

限
を
残
し
教
育
長
を
教
育
行
政
の

責
任
者
と
す
る
現
制
度
に
近
い
案

が
良
い
と
考
え
る
。

　

抜
本
的
な
制
度
改
革
は
明
確
に

反
対
だ
。
中
教
審
の
論
点
は
三
点

あ
り
、
一
点
目
は
住
民
に
分
か
り

に
く
い
制
度
で
、
教
育
委
員
長
と

教
育
長
の
権
限
と
責
任
の
明
確
化

は
何
ら
か
の
改
革
が
必
要
だ
。

　

二
点
目
は
政
治
的
中
立
性
、
継

続
性
、
安
定
性
の
確
保
だ
が
、
国

家
の
根
幹
で
あ
る
教
育
は
最
も
重

要
な
問
題
で
あ
り
、
政
治
的
中
立

性
は
確
保
す
べ
き
だ
。

　

三
点
目
の
首
長
の
権
限
だ
が
、

首
長
は
最
も
政
治
的
色
合
い
を
帯

び
や
す
い
存
在
で
、
権
限
を
集
中

す
る
事
は
現
行
法
よ
り
中
立
性
が

低
下
す
る
事
に
な
り
反
対
だ
。
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肺
炎
は
日
本
人
の
死
亡
原
因

で
は
第
３
位
と
高
く
、
特
に
肺
炎

で
亡
く
な
る
方
の
95
％
以
上
が
65

歳
以
上
の
高
齢
者
だ
。
予
防
と
し

て
医
療
機
関
も
予
防
接
種
を
勧
め

て
い
る
。
こ
の
予
防
注
射
は
５
年

間
効
き
目
が
あ
り
、
生
涯
２
回
の

接
種
が
可
能
だ
が
、
料
金
は
７
〜

８
千
円
も
す
る
た
め
年
金
生
活
者

に
は
相
当
の
負
担
と
な
る
。

　

黒
潮
町
を
除
く
幡
多
地
域
の
自

治
体
で
は
全
て
予
防
接
種
へ
の
補

助
を
実
施
、
ま
た
は
来
年
度
か
ら

の
実
施
を
決
め
て
い
る
。
黒
潮
町

で
も
予
防
接
種
へ
の
補
助
を
行
う

べ
き
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

　

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
へ
の
補
助

は
非
常
に
大
事
な
事
業
と
捉
え
て

お
り
、
遅
き
に
失
し
た
感
じ
も
あ

る
が
来
年
度
か
ら
行
い
た
い
。
県

の
補
助
に
町
の
補
助
千
円
を
上
乗

せ
し
、
70
才
以
上
を
対
象
に
４
千

円
の
補
助
を
検
討
し
て
い
る
。
実

施
は
平
成
26
年
10
月
以
降
に
な
る

と
考
え
る
。

　
　

黒
潮
町
に
は
有
名
な
「
安
政

津
浪
の
碑
」
が
あ
る
。
津
波
の
恐

ろ
し
さ
を
伝
え
る
た
め
に
先
人
た

ち
が
後
世
の
私
た
ち
に
残
し
て
く

れ
た
貴
重
な
伝
言
で
あ
る
。
黒
潮

町
に
は
津
波
高
全
国
一
の
発
表

後
、
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
や
観
光
客

も
訪
れ
て
い
る
そ
う
だ
が
、
残
念

な
が
ら
こ
の
碑
は
劣
化
し
て
お
り

何
が
書
か
れ
て
あ
る
か
読
め
な

い
。
側
の
案
内
板
も
ほ
と
ん
ど
読

め
な
い
。
ま
た「
南
海
地
震
の
碑
」

も
立
て
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も

ほ
と
ん
ど
読
め
ず
、
こ
の
碑
に
は

案
内
板
さ
え
も
な
い
。　　

　

３
０
０
年
も
前
の
祖
先
が
大
地

震
を
体
験
し
た
せ
っ
か
く
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
読
め
な
い
の
で
は
意
味

も
半
減
し
、
黒
潮
町
と
し
て
は
恥

ず
か
し
い
事
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
案
内
板
を
補
修
、
ま
た
は
新

た
な
取
り
付
け
を
急
ぐ
べ
き
と
思

う
が
、
ど
う
か
。

　
「
安
政
津
浪
の
碑
」
は
安
政
元

年
の
大
地
震
を
目
の
当
た
り
に
し

た
当
時
の
入
野
村
の
若
者
た
ち

が
、
後
世
へ
の
警
告
と
し
て
建
立

し
た
も
の
。「
南
海
地
震
の
碑
」

は
昭
和
21
年
の
南
海
大
地
震
の
惨

状
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
そ

こ
に
は
祖
先
の
後
世
の
者
を
思
う

気
持
ち
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
現

代
に
生
き
る
私
た
ち
は
こ
の
祖
先

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
し
っ
か
り

と
受
け
止
め
、
将
来
に
生
か
し
備

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
機
械
な

ど
が
な
か
っ
た
時
代
、
苦
労
し
て

石
を
運
び
、
文
字
を
一
文
字
一
文

字
刻
ん
だ
祖
先
の
気
持
ち
に
報
い

る
こ
と
は
、
結
果
的
に
自
分
た
ち

の
命
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と

い
う
こ
と
を
心
に
と
ど
め
、
こ
の

歴
史
的
遺
産
を
今
に
生
か
す
こ
と

が
現
代
の
私
た
ち
の
責
務
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。

　

整
備
は
当
然
の
こ
と
だ
が
、
一

方
的
に
行
政
が
整
備
す
る
の
で
は

な
く
、
防
災
教
育
の
中
で
生
か
す

こ
と
と
し
、
来
年
度
以
降
の
防
災

教
育
の
中
で
計
画
的
に
取
り
組
み

た
い
。
期
間
は
３
〜
４
年
ぐ
ら
い

か
と
思
っ
て
い
る
。

　

碑
文
に
つ
い
て
は
広
報
に
掲
載

を
し
て
住
民
の
方
に
お
知
ら
せ
し

た
い
。

そ
の
他
の
質
問

※

　

介
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